日本の米を世界へ


食糧自給率ＵＰ→日本の農産物を輸出できないか？→日本が誇れるのは米、という、前回のみんなでの話し合いの方向から考えたい。また、外需獲得という点でもここは評価する点があると思っております。ということで、米の輸出を伸ばすにはどうしたらいいのだろうか？という、僕の案を説明する上で、

· 欧米向け

· アジア向け

の二方向から考えようと思う。

一、欧米向け


アジアでは、米を食べるという食習慣はすでに根付いています。それでは、欧米向けには、まず米を食べるという食習慣を導入していきたいものだ。

“外国人のための日本情報ポータルサイト”＝「ジャパンガイド」によると、外国人が好きな日本食の1位は「寿司、刺身」だそう。

＜ソース＝http://allabout.co.jp/relationship/kokusaikekkon/closeup/CU20070425A/index2.htm＞

また、このサイトによると「牛丼」や「親子丼」などの丼ものも人気があるようである。ということで、ここに欧米人への米食普及の端緒を発見するこができた。

提案したいのは、「かっぱ寿司」「スシロー」など安価回転寿司の大手の、欧米進出を後押ししようという政策である。ちなみに、海外進出している回転寿司チェーンとしては、「元気寿司」「がってん寿司」があり、前者はハワイ、アジア、アメリカ本土に展開、後者は上海にオープンしたばかりである。

＜元気寿司http://www.gaisyoku.biz/pages/data/data_news.cfm/2/1958＞

＜がってん寿司http://www.shwalker.com/category/category_detail/2818＞

この２店のさらなる海外への店舗展開の様子を見てみると、まだまだ海外の寿司へのニーズはありそうなので、積極的に海外進出（特に欧米）できるような国からの政策をして、米を食べる土壌をつくっていく。のちに日本米の需要が増加していく。というプランである。具体的には、減反政策をやめ生産限界までの生産を奨励し、本来生産調整で切り捨てられる部分の米を安く買い集め、そういった企業に安く売り渡すなど。

また、寿司業界ではないのだが、「吉野家」は海外に375ほどの店舗をもち、中国が内の７割を占めていて、３割弱がアメリカといった次第である。もちろん利益が一番ではあるが、日本食ニーズの増大に向け、積極的な欧米への展開があったらいいのではないか。

＜http://www.yoshinoya-holdings.com/introduction/abroad_yoshinoya/index.html＞

＜http://www.yoshinoya-holdings.com/ir/report/shoplist.html＞

二、アジア向け


さて、すでに米を食べるような習慣にある中国などアジアに、日本米の需要を増加させるにはどうしたらいいのか？まず、現状から考えていきたい。例えば、中国では07年に４年ぶりに日本産コメの禁輸の解禁があり、それから日本米を高級米として中国の富裕層をねらった販売が始まった。価格は中国米の10～50倍で、品質が、「日本品種」をうたう中国米と大きく変わらなかったために、日本米の売り上げは伸び悩んでいる。

＜http://diamond.jp/series/china_report/10003/?page=4＞

海外の国産米と日本米は戦わなくてはならないのだが、海外の国産米に値段で勝つのはどうしても簡単ではないと思うが、やはりもっともっとコストダウンをしていかないと、戦えないと思う。松阪牛とか食の中でも贅沢なものではなくて、主食となる米ともなると、ある程度の中間層ぐらいが買える程度の価格でないと、ブランドとして成り立って行くのは難しいのではないか。
これを考えるうえでの具体的な案については、日本における米の大量生産が有効になると考える。輸出用日本米の大規模農業、大量生産によって価格を下げるべきである。ただ、需要が確保されない段階での動きは難しい。なので、先ほども述べたが、減反政策で切り捨てられる部分の日本米の輸出を、安価に積極的におこなってはどうだろうか？

まとめ

この両方の政策の根元としては、今は減反政策で切り捨てられる部分の米を活用して、日本米の外需創造のために活用していこうといった趣旨である。
